
   

 

 

京
都
・
学
ぶ
会
は
５
月
14

日(

月)

に
、
白
味
噌
を
作
り
続

け
て
約
１
８
０
年
の
歴
史
を
持

つ
老
舗
の
本
田
味
噌
本
店
の
元

専
務
・
三
輪
芳
弘
様
を
講
師
に

お
招
き
し
て
「
味
噌
・
京
の
白

味
噌
の
あ
れ
こ
れ
」
と
題
し
た

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

講
演
の
冒
頭
か
ら
、
三
輪
様

の
味
噌
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ

情
熱
や
思
い
入
れ
や
愛
着
が
ひ

し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

世
界
の
主
食
（
米
・
麦
）
と
調

味
料
の
関
係
か
ら
始
ま
り
、
醸

造
三
品
―
酒(

酢)

、
醤
油
、
味

噌
に
触
れ
ら
れ
、
「
味
噌
は
世

界
に
誇
れ
る
調
味
料
」
で
あ
る

と
確
信
を
持
っ
て
力
説
さ
れ
ま

し
た
。 

 

日
本
の
味
噌
の
歴
史
は
、
飛 

   

鳥
時
代
（
７
世
紀
ご
ろ
）
に
さ

か
の
ぼ
り
、
中
国
の
「
醤
」
や

「
豉
」
が
朝
鮮
半
島
か
ら
伝
わ

り
、
当
時
は
高
級
品
で
あ
り
、

平
安
時
代
は
貴
族
や
僧
侶
が
食

し
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
は
禅
宗

寺
院
で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

味
噌
汁
と
し
て
食
べ
始
め
ら
れ
、

一
汁
一
菜
の
ス
タ
イ
ル
が
生
ま

れ
て
、
室
町
時
代
に
は
広
く
一

般
に
普
及
し
て
自
家
製
造
が
始

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら

公
家
の
発
想
で
「
白
味
噌
」
が

生
ま
れ
、
茶
懐
石
に
使
わ
れ
ま 

し
た
。 

 

戦
国
時
代
は
兵
糧
と
し
て
重

視
さ
れ
、
江
戸
時
代
後
期
に
は

現
在
に
近
い
製
造
法
が
確
立
さ

れ
ま
し
た
。 

 

味
噌
の
分
類
（
米
味
噌
・
麦  

   

味
噌
・
豆
味
噌
）
や
味
や
色
に

よ
る
分
類
と
主
要
産
地(

銘
柄)

の
関
係
か
ら
は
、
日
本
全
国
で

く
ま
な
く
製
造
さ
れ
、
日
本
の

食
事
に
欠
か
せ
な
い
調
味
料
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
ま

し
た
。 

 

都
の
食
文
化
と
「
西
京
白
味 

   

５
月
折
り
込
み
チ
ラ
シ
で
既

に
ご
案
内
の
と
お
り
、
京
都
支

部
に
写
真
同
好
会
が
発
足
し
ま

し
た
。
６
月
14
日(

木)

に
第

１
回
例
会
が
開
か
れ
る
予
定
で

す
。
同
好
会
に
参
加
さ
れ
た
い

方
は
、
５
月
の
折
り
込
み
チ
ラ

シ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。 

【
連
絡
先
】
八
木 
薫
さ
ん 

           

噌
」
の
深
い
関
係
に
も
触
れ 

ら
れ
、
本
田
味
噌
本
店
の
創 

業
時
か
ら
の
歴
史
に
も
言
及 

さ
れ
、
１
９
８
４
年
に
新
し 

い
流
通
に
対
応
す
る
た
め
に

(

株)

西
京
味
噌
を
設
立
し
、 

１
９
９
６
年
に
は
近
代
的
な 

綾
部
工
場
「
丹
波
醸
房
」
を 

竣
工
さ
れ
、
品
質
第
一
の
実 

践
と
た
ゆ
ま
ぬ
研
究
開
発
の 

実
態
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

  

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】
０
７
５
―
９
５ 

３
―
３
４
８
４ 

【
ｅ
メ
ー
ル
】Subaru-kao 

ru@zeus.eonet.ne.jp 

同
好
会
へ
の
参
加
申
し
込 

み
は
、
お
名
前
、
地
区
名
、 

電
話
、
ｅ
メ
ー
ル
を
明
記
の 

上
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ｅ
メ
ー 

ル
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

           

                                 

                                 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

京  都  支  部  だ  よ  り 2012年７月 1日 （４） 

 

【支部異動情報】(敬称略) 
 会員数 入会･転入･転出･その他 

  

２ 

 

月 

1,262 

入会 4 

 

死亡 1 

転出 1 

 

<入会> 眞方和夫・泉 善樹 

    松宮 誠・稲原 昇 

<死亡> 松井敬三 

<転出> 細山日出男 

    

３ 

 

月 

1,265 

入会 5 

 

 

死亡 2 

 

<入会> 田村幸生・三原明夫 

    都甲一幸・兼田正喜 

    中村敏明 

<死亡> 安原尚嗣・安良 武 

 

 

 

４   
           
月 

1,316 

入会 53 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

転出 2 

 

<入会>  松家 喬・吉川隆久 

森 忠雄・松本良博・濱田弘行 

網田洋一・玉川信行・宮澤秀雄 

井上武憲・青木 仁・田中重和 

野村重夫・安田美昭・藤原美貴雄 

奥村雅之・仲井嘉一・林 希久男 

山本雅己・飯塚靖夫・志渡岡 博 

滝  清・畑 清司・塩見 守 

保田仁介・杉渕久志・西田充男 

元井義彦・中辻文男・多良勝司 

中村尚幸・金澤邦彦・米田千恵美 

山下 普・山田健治・安井勝彦 

佐藤 佐・檜垣弘之・伊藤伸一 

吉村武夫・西島雅之・小寺伸夫 

鈴岡信幸・安田 茂・古石隆哉 

越野孝博・吉村 忠・永田博志 

清水克敏・大前昌軌・義積弘三 

児玉宏達・湯川忠雄・井尻三津雄 

<転出> 谷川純一・山下 普 

 

【2012年度支部行事計画】 

月 日 曜 行 事 名 

 9 下 旬 秋のレクリェーション 

9月～11月  友愛訪問 

10 9 火 新会員歓迎懇談会 

10 下 旬 65節目懇談会 

11 下 旬 北部地区会員懇談会 

12 下 旬 同好会･ＯＢ懇談会 

社会貢献活動 長岡京竹林保全活動 

 鴨川を美しくする会 

 

【同好会活動】<スケジュール> 

京都歩こう会 第 4又第 2金曜日 

ゴルフ同好会 9/6・10/4・11/1 

麻雀同好会 第 2・第4木曜日 

グラウンドゴルフ同好会 毎週水曜日  

二火会(ツーカーの会) 第 2火曜日 

京都･学ぶ会 7/23・9/24 

絵手紙同好会 第 2・4火曜日 

ボウリング同好会 第 3木曜日 

写真同好会 第 2木曜日 

 【地区委員担当地区及び連絡先】            ※ 京都支部だより編集委員  
 担当地区 地区委員 電話番号  担当地区 地区委員 電話番号 

 

東

分 

会 

 

北区･左京区 

中京区･上京区 

下京区･南区 

東山区･山科区 

伏見区（東） 

伏見区（中） 

山科･南･伏見区(中･東) 

中京・右京・西京区(東･西) 

北･左京･上京･下京･東山区 

大江 正彦 ※ 

西脇 武和 

丹羽  弘 ※ 

波多野善昭 

冨上 博美 

萩原 慶一 

今田さち子 ※ 

森岡 早苗 

舌 よし江   

075-752-0207 
075-801-4626 
075-314-2139 
075-502-7921 
075-573-0801 
075-571-4851 
075-592-9370 
075-802-1435 
075-761-0509 

 

西

分

会 

向日市･大山崎町 

長岡京市(東) 

右京区･西京区(東) 

伏見区(西) 

西京区(西)長岡京市(西) 

府下北部(女性会員を含む) 

長岡京市(東･西)･向日市 

伏見区(西)･大山崎町 

◇女性地区委員は女性を担当 

永田 一良 

齊藤  弘 ※ 

高橋 正明 ※ 

照井 久夫 

石野 雄三 

栗山  茂 

徳野千恵子 

  〃 

075-922-3247 
075-954-0170 
075-881-3318 
075-932-2428 
075-954-4419 
0771-24-2255 
075-956-6303 
   〃 

 

京 

都 

支 

部 

に 

写 

真 

同 

好 

会 

が 

発 

足 

講師の三輪芳弘様 

「
味
噌
・
京
の
白
味
噌
の
あ
れ
こ
れ
」
を
拝
聴 


